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は 1929 年末から 1931 年代初頭まで、内モンゴルのホルチン地域（内モンゴル東部地域）









たか」『モンゴル研究』、第 20 号（2002 年）、30 頁。 
3 「集合的記憶」については後の第１章で詳しく論じることにしたい。 


































































                                                   
9 テッサ・モーリス＝スズキ著、田代泰子訳『過去は死なない : メディア・記憶・歴史』岩波書店、2004
年、27-28 頁。 
10「文化的記憶」については、後の第１章で詳しく紹介する。 
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 次に、馬国林（Ma Guolin: 2008）と李瑞文（Li Ruiwen: 2012）の研究は文学的、芸術
的考察であるが、ガーダー・メイレンに関する研究の最新の範例となっている。馬国林は
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第 4 節 本稿の構成 
序章では本稿の問題意識と目的を示し、先行研究の検討を行う。そして研究方法と研究
対象の設定を行う。 
第 1 章では、モーリス・アルヴァックス(Maurice Halbwachs)（1877-1945）の「集合的記
憶論」とその展開を紹介し上で、中国における「集合的記憶論」研究について、概念の説
明、研究の注目点、方向性に関わる課題など論じていきたい。 
                                                   





























































                                                   
25 岩崎稔「モーリス・アルヴァックスの『集合的記憶』1」『未来』、377 号、1998 年、20 頁。 
26 同上、20 頁。 
27 モーリス・アルヴァックス著、小関藤一郎訳『集合的記憶』行路社、1989 年、2 頁。 






























                                                   
30 小野道邦『可能性としての文化社会学：カルチュラル・ターンとディシプリン』世界思想社、2011 年、
99-100 頁。 
31 同上、105 頁。 
32 岩崎稔「モーリス・アルヴァックスの『集合的記憶』1」、24 頁。 






























                                                   
34 同上、88 頁。 















表 1-1 コミュニケーション的記憶と文化的記憶の違いについて39 
 コミュニケーション的記憶 文化的記憶 












80-100 年、現代と共に移ろう 3-4 世代の
時間地平 
神話的原時間の絶対的過去 







                                                   
37 同上、25-26頁。 
38 黄晓晨「文化的記憶」『国外理論動態』、2006 年、第 6 期、61 頁。 































                                                   
40 アライダ・アスマン著 、安川晴基訳『想起の空間 : 文化的記憶の形態と変遷 』、163 頁。 
41 斉藤公輔「集合的記憶概念の批判的考察と今後の展望」、67 頁。 
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ある（表 1-3）。  
                                                   





 蓄積的記憶 機能的記憶 
内容 他者、現時点を超える 自己、現時点の基礎がある特定の過去 
時間構成 時間が乱れている、すべてが重要 過去、現在、未来を橋渡しする 
形式 テキスト、文献の侵害不可能性 選択的に利用される想起 
媒介 文学、芸術、博物館、科学 祭り、集合的公共儀式 
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55 本稿では、中国大陸における「集合的記憶」研究の動向を中心に紹介するが、中国における「集合的 
記憶」研究の多くは彼の議論を参照しているからここで簡単に紹介した。 

































研究の問題点を指摘している。燕によれば、英語の collective memory の collective という言
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79 Kürelša,Sergüleng , Qorčin arad-un daγuu-yin baγatur-un domoγ namdar, Öbör mongγol-un soyol-un  
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第 1 節 蜂起の歴史的背景 
1. ジリム盟 10 旗の形成 
1206 年の大モンゴル帝国の建立に伴い、チンギス・ハンは征服した一部の土地を自分の
兄弟と功臣に封じた。チンギス・ハンの兄弟たるハブト・ハサルに所属した部族（後のホ
                                                   








ルチン部）は 16 世紀の半ば頃までエルグネ河やオノン河流域に遊牧していた85。およそ 16






ャルト部に至る。東西 435 キロで南北 1000 キロを渡り、総面積は約 15万平方キロで現在















                                                   
85 同上、26 頁。 
86 同上、27 頁。 
87 同上、27-28 頁。 
88 劉忱『嘎達梅林』远方出版社、2004 年、20 頁。 
89 ボルジギン・ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、29 頁。 







初期、さらに 1931 年の満州事件まで持続したのである。 
 
表 2-1 ジリム盟 10 旗の始祖とその支配地91 
旗名 始祖 支配地 
ホルチン右翼前旗（ジャサクト ǰasaγtu/札薩克図旗） botači Tuγur-un γoul(洮児河)流域 
ホルチン右翼中旗（トシエト tüsiytü/図什業図旗） Ouba（奥巴） Qaulin（霍林）河流域 
ホルチン右翼後旗（または鎮国公旗、蘇鄂公旗） Tumei öyeng čarsan（察爾森河流域） 






ホルチン左翼後旗（bodulγatai čin vang-un qosiγu/博王
旗） 
Mingγan（明安） siramüren（西拉木倫）河下流域 
ゴルロス前旗（γorlus/郭爾罹斯前旗） ubaši 松花河流域 
ゴルロス後旗（γorlus/郭爾罹斯後旗） ubaši 松花河流域 
ドルベト旗（dörbed/杜爾伯特旗） ayinaγ-a 嫩江東岸流域 











                                                   
91 ボルジギン・ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、29-30 頁を参照に作成。 















年（1784）のものが残っている95。この年から民国 20年（1931）まで、およそ 150 年の間
に、ホルチン左翼中旗において、数回の大規模な蒙地開墾が行われた。以下の表はホルチ
ン左翼中旗における歴代の蒙地開墾の概略である（表 2-2、図 2-1）。 
 
表 2-2 ホルチン左翼中旗における歴代の蒙地開墾の概略96 















                                                   
93 同上、36 頁。 
94 特古斯巴雅爾「ガダ・メーリン」―モンゴル開墾抵抗運動の英雄―」、30 頁。 
95 同上、26 頁、39 頁。なお、ジリム盟 10 旗における漢人植民の沿革については、南滿洲鐵道株式會社 




















































1912 年 巴林愛新荒 西遼河南岸の東西














































満州国大同元年（1932 年）のホルチン左翼中旗におけるモンゴル人の数は 11 万 3 千人
で旗全人口の 75.19％を示していた102。また、1929 年に出版された『内蒙哲里木盟殖民の
沿革』という本の中では、「本旗内に於ける蒙古人は現在地質の良好なる地点を選び、農業
                                                   
97 東北満州地域では通常 280 弓（約 3 尺）を 1 畝とし、10 畝を 1 垧、45 垧を 1 方とする（ボルジギン・
ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、84 頁）。 
98 ボルジギン・ブレンサインによれば、東夾荒の開墾は 1927 年から始まった（同上、61 頁）。 
99 趙海山『科爾沁左翼中旗志』内蒙古文化出版社、2003年、76頁。 





に移りつつある蒙古人の人口は 3 萬 5千人で、其所有家畜數は百五十萬頭に及んで居る」103
と書かれている。ここから見ると、 1930 年の「ガーダー・メイレン蜂起」が起きた際に











図 2-1 「ホルチン左翼中旗の歴代の蒙地開墾」105 
 ホルチン右翼中旗  
   ゴルロス前旗     吉 
 東扎魯特旗      西夾荒予定地   洮遼站荒 林 
〇魯北        遼北荒予定地                  東夾荒 采哈新甸荒 〇懐徳県 
                                   
〇シェブルト   〇ジャムト     懐徳県 
                                         〇ダルハン王府                            
         河南河北荒河北段                 七十四屯  奉化県  
                             〇通遼  河南河北荒河南段 
   ホルチン左翼後旗          省 
                                     巴林愛新荒     鄭家屯白市の拡大荒 
凡例：                                                                              
ホルチン左翼中旗境界線                         荒の境界線 
      河                          県の境界線 
                                                   
103 南滿洲鐵道株式會社哈爾濱事務所『内蒙哲里木盟殖民の沿革 』、14 頁。 
104 これについては、本論文の 49 頁で取り上げる【資料 8】でも確認できる。 























られ、1920 年、旗兵隊のジャンギ112に昇進した。1922 年、30 歳でジャランに昇進し、1925
                                                   
106 参領、官名を指している。 
107 ボルジギン・ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、113-114 頁。 
108 ガーダー・メイレンの学歴について、資料によって、異なる形で記述されているが、ここでは Kürelša, 
Sergüleng , Qorčin arad-un daγuu-yin baγatur-un domoγ namdar, Öbör mongγol-un soyol-un keblel-ün 
qoriy-a ,1999 on.を参考にした。 
109 バラジ（balǰi/巴拉吉）は人名で、ハブン（qabung/哈崩）は官名を指している。 
110 ゴチイク（γočiγ-a/高士格）、ここでは雑役をする人（下僕、使用人）のことを指している。 




坤（1983）では 1912 年にジャンギに昇進されたと書かれている。 









良/田吉良）が生まれるが、その娘は 1929 年に病死する。 
反開墾による叔父の免職や、幼い時から没落した家庭に生れ育ち、蒙地開墾によって故
郷を追われたという過酷な経歴は、ガーダー・メイレンの後の活動に重要な影響を与えた
















旗兵隊側がガーダー・メイレンに 2 匹馬、3 頭牛、10 石食料と 200 圓銀貨を返済するべき
であることが明らかになったという114。 
                                                   
113 特古斯巴雅爾「ガダ・メーリン」―モンゴル開墾抵抗運動の英雄―」、31 頁。 






























4 日（西暦 6 月 10日）、代表団がダルハン王に会見し、蒙地開墾によってモンゴル人が受
                                                   
115 ボルジギン・ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、144 頁。 





 旧暦 7 月 26 日（西暦 8 月 30 日）夜、（または 25 日、27 日）遼寧省警察庁は、代表者で
ある 4人を宿泊先の旅館で逮捕し、奉天で一か月近く拘置した後、ホルチン左翼中旗の印





第 3 節 蜂起の経過とその影響 











                                                   





120 波・特古斯、王坤「嘎達梅林起義軼事」、19 頁。 
121 これは『内蒙古日報』（モンゴル語版）2007 年 7 月 6 日に掲載された「測量局を打倒し、民衆の財産 
を奪わせない」という蜂起軍のスローガンで、ガーダー・メイレン本人によるサインであると言われてい 
るが、研究者によって疑問や批判もなされている (S.Urusγal,“Гada meyiren-ü amidaral üile-düqolboγdaqu  
kedün adsaγudal”, Öbör mongγol-un yeke surγaγuli-yin erdem sinǰilegen-ü sedgül(gün uqaγan neigem-ün sinǰilekü  
uqaγan-u mongγol keblel) ,2009 on-u 2 duγar quγučaγ-a. p.80-81). 
図 2-3 「ガーダー・メイレン蜂起軍」のスローガン 
41 
 






図 2-4 ガーダー・メイレン蜂起軍当時の地域名の配置図 
 
ホルチン右翼中旗  〇突泉 
 〇吐列毛都       開通〇  
  遼北荒予定地  ゴルロス前旗  吉 
東ジャロート旗  〇魯北              〇瞻楡            
〇ホンゴルオボー 白興吐  懐徳県 
   バーリン左旗            新    開        〇シェブルト   〇ジャムト 
                  アル・ホルチン旗             〇ダルハン王府  〇     、河〇   奉化県 
  〇花吐古拉  〇大林   鄭家屯             林 
              西    開魯〇   遼  〇通遼      西夾荒予定地            省 
凡例：                                          ホルチン左翼後旗 
ホルチン左翼中旗境界線         〇章古台  
                  河                          〇彰武        
〇    地名                                        ◎瀋陽 
◎    都市名 
 
同年 5 月 5 日から 12 日にかけて、蜂起軍は通遼県の北から 140 里余り（70 キロ）離れ
ているモンゴル荒地、煙能吐124付近で、農業に従事する漢人を攻撃し125、5月下旬にはホ
                                                   
122 Kürelša, Sergüleng, Qorčin arad-un daγuu-yin baγatur-un domoγ namdar, p.162-166. 
123 同上、p.166. 
124 図 2-3 では表示されていないが、現在の「白興吐」の北、「ジャムト」の西に位置する「煙灯吐」のこ
とを指していると思われる。 










当時の新聞記事から 1930 年 8 月中旬ごろの蜂起軍の活動の様子を確認できる。 
  
【資料１】『盛京時報』1930 年 8 月 12 日、（第 7408 号） 













                                                   
126 「遼源県県長金玉聲密禀呈文」民国 19 年 5 月 16 日、科爾沁左翼中旗档案館「史志辦档案史料」-「沿 





128 「劉団長剿匪獲勝」『盛京時報』民国 19（1930）年 8 月 12 日、（第 7408 号）、第 76 冊、697 頁。なお、 
同年、9 月 26 日、騎兵第 5 団長の劉茂儀は所属の第 14 中隊を率いて、瞻楡一帯で紅順などの匪賊団を攻 
撃したことが報じられている（「劉団長率隊剿匪」『盛京時報』民国 19（1930）年 9 月 27 日、（第 7450 号）、 




りどころがない〔後略〕」（「西夾荒蒙匪猖獗」『盛京時報』民国 20（1931）年 2 月 22 日、（第 7589 号）、 
第 78 冊、283 頁）。 
43 
 
【資料 2】『盛京時報』1930 年 9 月 30 日、（第 7457 号） 
西夾荒、三林站から 6里離れている海沙吐付近では、26日大勢の蒙匪 3 百名余りが
発見された。漢人に対して焼き払いや略奪行為を行い、悪事の限りを尽くしている。









長江、泰子、山子などの匪賊団が加わっており、約 100 人の規模になっていた。 













                                                   
130「發現大股蒙匪」『盛京時報』民国 19（1930）年 9 月 30 日、（第 7457 号）、第 77 冊、174 頁（括弧内 
の内容は引用者挿入、以下同じ）。 
131「匪勢披猖」『盛京時報』民国 19（1930）年 10 月 23 日、（第 7478 号）、第 77 冊、309 頁。 
132 原文では「今秋乗防軍開撥入關之際」と書かれている。 
133 原文では「在西夾荒設有總機関、接濟槍彈」と書かれている。 








1931 年の 1 月から蜂起が弾圧されるまでの活動について検討していきたい。 
 





【資料 4】『蒙蔵周報』1931 年 3 月 31 日（第 66 号） 
ジリム盟ダルハン旗は安定した豊かなところに属していたが、去年の夏から、経済不
況の状況に陥っている。時々、匪賊の災難が発生し、過疎の村々に匪賊が出没してい
る。〔中略〕1 月 29 日、馬賊 1000 名余りが軍人に扮し、旗鼓を備えており、非常に大








                                                   







137『蒙蔵周報』第 66 号、民国 20（1931）年 3 月 31 日、この資料については、義都合西格、額爾徳木図、



























  【資料 5】『東三省民報』1931 年 2月 13 日、（第 2858 号） 
                                                   
138 ボルジギン・ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、145 頁。 
139 「聯合勦匪」『盛京時報』民国 20（1931）年 2 月 10 日、（第 7580 号）、第 78 冊、232 頁。 
140 「張鎮帥出発」『盛京時報』民国 20（1931）年 2 月 14 日、（第 7584 号）、第 78 冊、258 頁。 
141 「張鎮帥勦匪捷音」『盛京時報』民国 20（1931）年 3 月 5 日、（第 7600 号）、第 78 冊、354 頁。 
142 「達爾罕王府電請張鎮帥會同勦匪」『盛京時報』民国 20（1931）年 2 月 26 日、（第 7593 号）、第 78 冊、
310 頁。 

















 注 140 と史料６の内容から見ると、今回の通遼一帯での戦いは、2 月 11 日、通遼の東北
にある、大林鎮の河北一帯（遼河の北側）で、平心、紅順の指導する匪賊団（蜂起軍）と
洮遼鎮守使の張仙濤の所属第 2団（団長：徐雨泉）との間で行われたようである。蜂起軍
側は 20 名余りが捕虜にされ、30 名余りが殺された（図 2-4）。 
ちなみに、紅（洪）順の指導する匪賊団（数十人）は、「ガーダー・メイレン蜂起」が
勃発する前の 1929 年 10 月下旬ごろに、突泉一帯で活躍していた存在である146ことが『盛
京時報』で報じられている。また、1930 年 1 月上旬ごろ、同匪賊団（2百余り名）がこの




                                                   
144 「通遼股匪 已聯合五六百人 軍隊正謀會勦」『東三省民報』民国 20（1931）年 2 月 13 日、（第 2858 
号）。なお、ここで登場する荘稼人という人物と『盛京時報』で登場する「庄家人」は同じ人物を指して 
いると思われる。 
145 「匪患粛靖 撃斃三十餘名 活捉二十餘名」『東三省民報』民国 20（1931）年 2 月 23 日、（第 2867 号）。 
146 「調隊勦匪」『盛京時報』民国 18（1929）年 10 月 25 日、（第 7135 号）、第 74 冊、360 頁。 
147 「傅団長勦匪凱旋」『盛京時報』民国 19（1930）年 1 月 10 日、（第 7204 号）、第 75 冊、47 頁。 
148 「防軍勦匪凱旋」『盛京時報』民国 19（1930）年 4 月 3 日、（第 7281 号）、第 75 冊、518 頁。 
47 
 
おそらく 1930 年の 3月から 5 月の間であると考えられる。なぜなら、民国 19（1930）年 5
月 21 日、蒙地開墾を推し進める側が遼寧省側に報告した文書にはじめて彼らが合同で活動
する様子が描かれているからである149。 
なお、荘稼人（庄家人）などの指導する匪賊団は、1930 年 11 月ごろ、通遼一帯で、同
県警務処観察長の崔錫九の兵隊に追撃された後150、1931 年 1 月ごろも同地域で活動してい
た。同匪賊団は、荘稼人の他に、黒虎、雙青天、紅雲龍、大英字などに指導され、その戦
力は 200 名余りの規模であったようだ151。この時点で彼らが「ガーダー・メイレン蜂起軍」
と合同で活躍していたかどうかは確認できないが、1931 年 2 月ごろ、「ガーダー・メイレ
ン蜂起軍」に加わったのは確かなことであろう。 
『盛京時報』の 3月 19 日の報道では「数日来、通遼などのところから来た大勢の匪賊
団約数百名は数グループに分けられ、匪首は老三哥、青山、和字、高山、楽字、老梯字、
雙山、三點、振字、明字などが県西北の各村に分散されている」152と書かれてある。また、











                                                   
149 「通遼県県長王澂波呈文」民国 19（1930）年 5 月 21 日、科爾沁左翼中旗档案館「史志辦档案史料」- 
「沿革地理類」類号 80。 
150 「大隊長剿匪凱旋」『盛京時報』民国 19（1930）年 11 月 8 日、（第 7494 号）、第 77 冊、402 頁。 
151 「大隊長剿匪凱旋」『盛京時報』民国 20（1931）年 1 月 17 日、（第 7556 号）、第 78 冊、87 頁。 
152 「胡匪蜂起」『盛京時報』民国 20（1931）年 3 月 19 日、（第 7612 号）、第 78 冊、426 頁。 















資料 7と資料 8 では、ガーダー・メイレン蜂起軍が弾圧される際の様子が伝えられてい
る。 
 









 資料 7 で書かれている「開魯から 500 里離れたところ」とは、ホルチン右翼中旗の吐列
毛都付近の地域を指していると考えられる。李守信自身の回想記によれば、今回の戦闘で
                                                   
155 Kürelša, Sergüleng によれば、当時の諸モンゴル旗の間でのやり取りや情報交換は少なかったことによ
り、両側がお互いの区別をはっきりさせなかったので、衝突してしまったという（Kürelša, Sergüleng, Qorčin 
arad-un daγuu-yin baγatur-un domoγ namdar, p.178）。 
156 李守信「我是怎様鎮圧嘎達梅林起義部隊的」『内蒙古文史史料』第十輯、内蒙古人民出版社、1983 年、
55 頁。 
157 「勦討蒙匪軍凱旋 撃斃百名活獲五十」『盛京時報』民国 20（1931）年 4 月 5 日、（第 7628 号）、第 78 
冊、581 頁。また、同新聞の 4 月 9 の記事でもこの時の様子が報じられている（「崔司令又出剿匪」『盛京 
時報』民国 20（1931）年 4 月 9 日、（第 7631 号）、第 78 冊、548 頁）。 
49 
 
は、蜂起軍の規模は 1000 人余りであり、2、3 百人が捕虜にされるか、殺された158と書か
























ダルハン王府の印務処牢屋から脱獄、武装蜂起開始（1929 年 12月 13 日）→ダルハン旗
の西夾荒、遼北荒付近（1930 年 4 月～1931 年 2月）→彰武県（1931 年 3 月中旬）→開魯
                                                   
158 李守信「我是怎様鎮圧嘎達梅林起義部隊的」、55頁。 
159「魯北縣境匪患已平」『蒙蔵旬刊』民国 20（1931）年 9 月 20 日（創刊號）、137 頁。また、『蒙蔵周報』 




県（1931 年 3月中旬）→ホルチン右翼中旗の土列毛都（1931 年 3 月中旬）→バーリン左旗
（林東）、同右翼旗、ウジュムチン旗（1931 年 3 月中旬）→ホルチン右翼中旗の土列毛都
（1931 年 3 月下旬）→魯北（1931 年 3 月下旬）→ホゴルオボ （ーガーダー・メイレン戦死、
1931 年 3月 30 日）。 
 
図 2-5 ガーダー・メイレン蜂起軍の進軍ルート 
ホルチン右翼中旗  〇突泉 
 〇×吐列毛都       開通〇  
    ゴルロス前旗 吉 
東ジャロート旗  〇魯北              〇瞻楡           林 
〇×ホンゴルオボー        懐徳県 
      バーリン左旗         新    開       〇シェブルト 
                  アル・ホルチン旗                                、  河    奉化県 
  〇×    〇大林                 
              西    開魯〇   遼  〇通遼                   省 
凡例：                                          ホルチン左翼後旗 
張仙濤所属徐雨泉の部隊（2月 11日）                          
   〇×  戦闘が行われた場所                       〇彰武        
    平心、紅順の指導する匪賊団 （2月 11日）                  ◎瀋陽 
         荘稼人などの指導する匪賊団（1930 年 11 
                 月～1931 年 2 月） 
 三哥、青山（ガーダー・メイレン）など 





                                                   
160 義都合西格、額爾徳木図、呉津『嘎達梅林的事迹』、Kürelša, Sergüleng, Qorčin arad-un daγuu-yin  





























                                                   
161 ボルジギン・ブレンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、145-146 頁。 
162 S.Urusγal, “Гada meyiren-ü amidaral üile-dü qolboγdaqu kedün adsaγudal”, pp.78-81.（これについては、第 3 
章を参照）。 
163 曹永年『内蒙古通史』内蒙古大学出版社、2007 年、1-109 頁；白拉都格其、金海、賽航『蒙古民 


















































フランスの編集者であり、歴史家であるピエール・ノラは、1984 年から 1992 年にかけ
て、約 120 名の歴史家を動員し、約 130 編（総論的なものを加えば 135 編）のエッセイを










                                                   
165 板垣竜太「力道山」板垣竜太・鄭智泳・岩崎稔『東アジアの記憶の場』河出書房新社 、2011 年、193 
頁。 
166 ピエール・ノラ「『記憶の場』から『記憶の領域』へ」ピエール・ノラ編、谷川稔訳『記憶の場：フラ
ンス国民意識の文化＝社会史』（対立）岩波書店、2002-2003 年、18-19 頁。 
167 ピエール・ノラ「記憶と歴史のはざまに」前掲書、37 頁。 
168 工藤光一「『記憶の場』と現代フランスの歴史叙述」『クァドランテ』第 6 号（東京外国語大学海外事
情研究所、2004 年 3 月）、19 頁。 
169 谷川稔「『記憶の場』の彼方に―日本語版をどう読むか―」『クァドランテ』第 5 号（東京外国語大学
























ではない。この「場所」は記憶術論の伝統のなかでの loci であり、topoi である。近代
語の「topic」の語源がこの「topos」であるように、この「場所」は論点や判断が分節
化されてあらわれること、またそのように分節化されることで可能になる秩序という
                                                   
170 ピエール・ノラ「『記憶の場』から『記憶の領域』へ」、27-28 頁。 
171 谷川稔「社会史の万華鏡―『記憶の場』の読み方・読まれ方―」『思想』第 911 号、2000 年、4 頁を参
照。 
172 谷川稔「『記憶の場』の彼方に―日本語版をどう読むか―」、16 頁。 
173 ピエール・ノラ「記憶と歴史のはざまに」、45 頁。 
174 谷川稔「『記憶の場』の彼方に―日本語版をどう読むか―」、12 頁。 
175 ピエール・ノラ「『記憶の場』から『記憶の領域』へ」、21 頁。 


























                                                   
177 岩崎稔「東アジアの記憶の場」の可能性―ピエール・ノラへの批判的応答の試みとして―」『クァドラ
ンテ』第 11 号、2009 年、50 頁。 
178 同上、49 頁。 
179 岩崎稔「ピエ-ル・ノラの《記憶の場所》1」『未来』第 380 号、1998 年、5 頁を参照。この論文では、
ノラの指摘した歴史と記憶の背反的な関係について詳しく論じられている。また、ノラ自身のよる「『記
憶の場』から『記憶の領域』へ」、ノラ「記憶と歴史のはざまに」を参照させたい。 































                                                   
182 蔡偉傑（Tsai Wei chien）「從蒙匪、英雄到環保先鋒：嘎達梅林在現代中國的表述與政治」、81 頁。 
183 拙稿「中国・内モンゴルにおけるガーダー・メイレンの記憶とその変遷」『クァドランテ』第 17 号（東




























                                                   
184 Jaqchid sechin, An Interpretation of “Mongol bandits”(Meng-fei), Altaica:Proceedings of the 19th Annual 
Meeting of the Permanent International Altaistic Conference, edited by Juha Janhunen, （Helsinki : 
Suomalais-Ugrilainen Seura, 1977）：118. 












ところが、この新聞と並行して 1929 年「駐北平（北京）モンゴル人学生会」(“Beiping-dü 

















                                                   
186「魯北縣境匪患已平」『蒙蔵旬刊』民国 20（1931）年 9 月 20 日（創刊號）『中國少數民族舊期刊集成.
第 1 版』、南京巻、第 28 冊、137 頁。 



























                                                   
189 Sarangerel, “Monγol-dür qolboγdaltai kereg Liao ning moji-yin Liao bei, Si jia qoyar quang talbiqu cimege” 
mongγol, 6 duγar quγučaγ-a, pp.13-16. 





191 Qabungγ-a , “Yiregsen bičig-i yosuγar γagaγsan” mongγol, 7 duγar quγučaγ-a, pp.40-42. 
































                                                   




  北の聖地に行って見よう 
  みずからの力が強くなってから 








第 2 節 ガーダー・メイレンと「階級闘争のモデル」、「革命者の原型」 
上述したように、1930 年代の中華民国期において「蒙匪」として位置づけられてきたガ










級の侵略に対抗した闘争である」（1951 年 7 月 1 日）と位置づけている196。 
 












れた歌劇『ガーダー・メイレン』が 1955 年に出版され、1957 年に晋劇として改編さ






















                                                   
197 同上、10-11 頁。 
198 同上、12 頁。 
199 同上、14 頁。 






























                                                   
201 義都合西格、額爾徳木図、呉津『嘎達梅林的事迹』、24 頁。 













れ、1931 年 2 月に戦死した。元々はホルチン左翼中旗タブンザラン（他本扎欄）と
イソンゲル（九家子屯）で住んでいたが、その後、オレンモド（敖林毛都）に移住し
た。彼は 10 歳から 19 歳までシネアイル（新艾力屯）村で勉強した。〔中略〕休学後、
ダルハン王府に入り、1919 年軍務メイレン職に就任し、騎兵 130 名と各ノトク205の
保甲兵 320 名、合計 450 名の軍隊を管掌するようになった。1929 年、ダルハン王が
開墾を進行した時、彼は民衆を組織し、開墾を阻止するために、2 回請願したが、逮
捕され、結局、妻のムーダンの助けを受け、1929 年 11 月 13 日に脱獄し、開墾作業
と外来の侵略に武装蜂起で対抗した206。 
 





                                                   
203 Kürelša, Sergüleng, Qorčin arad-un daγuu-yin baγatur-un domoγ namdar. 
204 科爾沁左翼中旗档案館「民族英雄嘎達梅林的歴史材料彙編」1960 年 7 月 7 日。この資料は、共産党
ホルチン左翼中旗委員会によって派遣された甘珠、德吉德、巴布扎布、孙月亮、朝克図、実小、邢連栄の
６人が 1960 年の 6 月 22 日から 7 月 6 日の間、全旗の範囲で、特に、ガーダー・メイレンの故郷の中で、
ガーダー・メイレンの戦友、親戚、王府兵士、ムーダン（ガーダー・メイレンの妻、調査当時長春に住ん
でいた）などの 11 人に対して、15 日のインタビュー調査を行なって整理されたものである。 
205 ノトク（努吐克）は地方行政単位を指す。 
206 同上、3 頁、括弧内の人名と地名は原文より引用。 






























                                                   


































                                                   
211 宋景詩（Song Jingshi、1842-？）山東省堂邑（現在の聊城西）出身、清朝末期における農民蜂起軍の
リーダーとして知られている。 






























                                                   
213 歌劇『ガーダー・メイレン』については、拙稿「中国・内モンゴルにおけるガーダー・メイレンの記
憶とその変遷」、313-314 頁を参照にせよ。 
214 李賜『嘎達梅林』（晋劇）中国戏劇出版社、1959 年、51 頁。 
215 同上、47 頁。 
216 「革命者の原型」については、Anne Henochowicz, “For the Land of All Mongols: Gada Meiren the Bandit, Hero, and  
Proto-Revolutionary”に詳しい。 























































家には 30 人の家僕が雇用され、20 方の土地、百頭余りの牛馬と 2 台の馬車を備えてい
た。この大富豪には非常に威風があり、家には 20 人余りの衛兵がいた。彼は寺の縁日
に行く時にも 3、4 人のモーゼル拳銃を持った護衛兵を連れて行った。 
ガーダー・メイレン一族は地主の家柄で、彼も勢力を持っていた大富豪であり、封建
的統治階級の上層官吏であった。彼の生活は腐敗しており、アヘン吸飲のたしなみがあ






































                                                   
220 同上、2 頁。 






























                                                   
222 同上、5 頁。 
223 同上、5 頁、括弧の内容は原典での表記である。 
224 同上、27 頁。 






























                                                   
226 同上、5 頁。 
227 同上、6 頁。 
228 同上、6-8 頁。 





























                                                   
230 同上、14 頁。 
231 Rinčindorǰi, nim-a, “ǰulγarasi ügei urliγ-un čečeg---arad-un daγuu ‘Гada Meiren’-u tuqai sigümǰi”, ǰirim-un uran  












ジオ放送局で放送された。1979 年、ス・チンゲル(S. Čingel)による 5 幕からなる歌劇『ガ
ーダー・メイレン』（モンゴル語）が『ジリム文芸』誌で発表され、ス・ビリゲト(S. Biligtü)
による現代劇『ガーダー・メイレン』が『現代モンゴル民族演劇選(1947-1985)』(Mongγol 

















                                                   
232 姜迎春「長編叙事民歌〈嘎達梅林〉文本和歴史記憶研究」、161 頁。 
























                                                   
233 この「ガーダー・メイレン広場」の建てられた経緯については、2013 年 9 月 22 日、内モンゴル・科
爾沁左翼中旗ラジオ放送局におけるトゥムレバガナー先生へのインタビューによる。また、ガーダー・メ
イレンの戦死地点に建てられた「ガーダー・メイレン記念碑」については、ボルジギン・ブレンサイン『近






































                                                   






















































ける蒙古民族』とうい著作の中で、1891 年から 1930 に至るまでジリム盟で起きた無数の
蒙古蜂起(ガーダー・メーレン蜂起を含む)の原因を漢人植民の入植の結果であると指摘し
た。 





                                                   
237 郭雪波「跋 百年誤読遊牧文明―従民歌『嘎達梅林』歌詞談起」『青旗・嘎達梅林』新星出版社、2011
年（京東読書電子版）、279 頁。 





























                                                   
239 Jaqchid sechin, An Interpretation of “Mongol bandits”(Meng-fei), 113-121. 
240 ミシェル・ヴィノック「ジャンヌ・ダルク」ピエール・ノラ編、谷川稔監訳『記憶の場』第 3 巻、岩






























                                                   
241 ピエール・ノラ『記憶の場』第 1 巻、43 頁。 










えば、中華人民共和国建国の一年後、つまり 1950 年に、陳清漳（Chen Qingzhang）らは共




















                                                   
































                                                   
245 蔡偉傑「從蒙匪、英雄到環保先鋒：嘎達梅林在現代中國的表述與政治」、73 頁。 


























                                                   






る。まず、歌の作られた年については、それぞれ 1930 年の始めごろ（Qarakü［2005 年］）、1931 年（Mang 
Mören［1990 年］）、1932 年（劉忱［2004 年］）という 3 つの説があり、歌の作者についても、ホールチの
シブン・セーレン（Sibeng Sereng）、民間芸能者のボヤンチョグラ（Buyančuγla）、ダルハン旗のホールチ
のサンジェ（Sanǰai）、ハスワチル（Qaswčir）という四つの説がある（Darqud Kingγan, Γada meyiren-ü 








（1）テキスト化の第一段階―1940 年代末期から 60 年代の文化大革命まで 
繰り返しになるが、「ガーダー・メイレンの歌」は、ホールチのセーレンによって、1930
年 7 月に作られたとされている。しかし、テキスト化されたのは 1945 年か 1946 年ごろで、





  Arad tümen-ü mini ǰayaγ-a medeg 
   Aru boγda-yin küriyen-dü kürčü üǰey-e 
   As-un küčün mini büridügsen-ü següler 
   Arad-iyan dakin tengkeregülüy-e 
   Qamuγ olan-u mini qobi-ni medeg 
   Qalq-a mongγol-un γaǰar kürcü üǰey-e 
   Qobin-u-mini čidal güicegsen-ü següler 
   Qariǰu ireged olan-iyan tengkeregülüy-e253 
 
    人民の運命にまかせよう 
  北の聖地に行って見よう 
  みずからの力が強くなってから 
  人民をふたたび救済しよう 
  すべての人民の運命に任せよう 
  ハルハ、モンゴルに行ってみよう 
  みずからに力が備わったなら 
                                                   
252 姜迎春「長編叙事民歌〈嘎達梅林〉文本和歴史記憶研究」、59 頁。 
253 Darqud Kingγan, Γada meyiren-ü daγuu-yin sudulul, pp.10-11. 
85 
 








『ガーダー・メイレンの歌』である。これは 1947 年か 1948 年ごろに採録されたものとい
われており、原文は 2頁半で、25 連、212 行で構成されている254。歌の最後の段は次のよ
うである。 
    
Altan kingγan orgil-deger-e 
    Bürgüd jigür-iyen delgen-e küi 
    Öbör mongγol-un orun-daγan 
    Γada Meiren mori-ban dabkiγulun-a255 
    
   黄金色の興安嶺の上に 
   鷹が翼を広げ飛び回る 
   内モンゴル地域では 
   ガーダー・メイレンが馬を疾走させる 
 
その後、1952 年に出版された『東蒙民歌選』にも陳清漳らの手によるウリゲルト・ドー




                                                   
254 姜迎春「長編叙事民歌〈嘎達梅林〉文本和歴史記憶研究」、59 頁。 
255 Ü.Suγar-a“Durasγa-un kösiy-e ---Гada meyiren-u daγuu nuγud-i tanilčaγulqu-ni” Ör-yin čolmun,1981 on-u 
3duγar quγučaγ-a. 







反映されてない。また、オリジナルの 2 つのヴァリエーションの冒頭、 
 
urdu ǰüg-eče nisüged irekü 
ulaγan γalaγun-u ǰulǰaγ-a küi 
urdu yeke Siramören-iyen 















                                                   
257 石原邦子「内モンゴル民歌「ガダ・メーリン」についての一考察―モンゴル英雄はなぜ中国で歌われ
たか」、25 頁。 






























1950 年代末から 1960 年代にかけて内モンゴルで編算されたことを挙げよう。これらの史
料は、ガーダー・メイレン蜂起軍の生き残りや、当時のことを知る老人らに対する聞き取
り調査によるものである。 
                                                   









































































16 頁、72 首で 516 行の詩












                                                   






























































265 同上、30 頁。 











百万鑑賞・賞賛月間（百万民歌展覧歌唱運動月）である。11 月 16日から 12月 15 日まで
行われたこの運動月間中、内モンゴル各地から合計 379 万余の民謡が採集され、また、多
くの盟、旗、県、市において、さまざまな小規模民謡鑑賞会や演芸会が催された269。 















                                                   
267 天鷹『一九五八年中国民歌運動』上海文芸出版社、1978 年、10 頁。 
268 同上、28-29 頁。 
269 同上、16-21 頁。 

































































                                                   











































































































































                                                   






















Γulir budaγ-a idekü-ügei-dü qamiy-a-ügei 
Γuniγ-a quγurči-yin üliger-i sonosqu-ügei bol bolqu-ügei 
Da Mi budaγ-a idekü-ügei-dü qamiy-a-ügei 






                                                   
274 石井弓『記憶としての日中戦争―インタビューによる他者理解の可能性』、52 頁。 




















ゲルのゲル（ウリゲルの館）」が建てられた。具体的には、1950 年 11 月、内モンゴル














































                                                   
280 包金剛「内モンゴル東部地区特有の口承文芸の研究 : ホールチとホーリン・ウリゲル、ホルボー、ウ
リゲルト・ドー」、34-36 頁、括弧の内容は引用者による。 
281 Čoγtu,Erkimbayar, Quγurčid-un aman teüke, pp.42-43. 




















の赤峰市、フロンボイルなどのラジオ局で放送され、通遼市では、合計 4 回放送された286。 
   











284 2013 年 9 月 15 日、内モンゴル・ホルチン右翼中旗の南バヤントハイ・ガチャにおけるテムレーホー
ルチへのインタビューによる。 




生産）。3 つ目は、歴史の構築である287。ここで言われている 1 つ目のパターンは、歴史的
出来事が勃発、継続中のうちにそれを報じるということである。例えば、「ガーダー・メイ





















                                                   




289 Edükesig, “Γada meyiren-ü bosulγ-a-yin tuqai ügülel”, Mongγol kele udγ-a ǰokiyal teüke sedgül ,1960on-u 7 
duγar quγučaγ-a, pp.56-57. 

















  一つの歌を選んで歌おう、 
  一つの物語を選んで語ろう、 
  我々モンゴル人たちがいかなる被害を受けていたかを思えば、 
  平和時代の幸せをかみしめる。 
  我々モンゴル人の中からどれほどの英雄が出たかを思えば、 








                                                   
291 「革命的英雄主義」については、今井昭夫「歴史の力か、歴史の重荷か―ベトナムにおける「戦争の
記憶」の構図」、61 頁を参照。 




















     
日本人、軍閥、奸賊、王様よ、 
    貴方は新河の水を沸かし切れない限り、 
    僕の土地を占領したら、命で償え！ 
    日本人、軍閥、奸賊、王様よ、 
    貴方は新河の草を刈り切れない限り、 
    わが平民を殺したら、血で償え295！ 
  
                                                   




arad-un daγuu, Öbör mongγol-un soyol-un keblel-ün qoriy-a, 1987on , p.3.（歌詞の日本語の訳は、石原邦子「内
モンゴル民歌「ガダ・メーリン」についての一考察―モンゴル英雄はなぜ中国で歌われたか」、26-27 頁
を参照。） 




























                                                   
296 この映画が撮影される前に、監督の馮小寧によって作られた映画脚本『ガーダー・メイレン』は 1998





った。この映画は 2002 年の中国における切符の興行収入では、10 位だった（蔡偉傑[2013]：78 頁）。 





































































































                                                   
301 馮小寧「嘎達梅林：拍出一部東方的斯巴達克思」『民族団結』1998 年、第 3 期、13 頁。 
































                                                   






























                                                   
304 同上、86 頁。 
305 博和、薩音『博彦満都生平事略』呼和浩特、1999 年、23-25 頁；二木博史「ボヤンマダフと内モンゴ




























                                                   
306 拙稿「集合的記憶としての「ノモンハン事件」/「ハルハ河戦争」」、341 頁。 
307 この小説の出版されるに先駆け、2011 年の初め頃から、中国中央テレビ局（CCTV8）のゴールデンタ
イムで同名テレビ・ドラマ『ガーダー・メイレン』（20 回）が放送され、中国で大きな話題を呼んだ。こ
のドラマは、朱蘇進：脚本、陳家林（Chen Jialin）：監督で、2009 年から撮影され、2011 年に完成したも







































































                                                   



























                                                   







































                                                   
314 Darqud Kingγan, Γada meyiren-ü daγuu-yin sudulul, ｐ.7. 
































































                                                   



























～400 ミリメートルで、平均気温が 5.5℃である。2010 年の統計によれば、旗の人口は 54




                                                   



























                                                   
318 「土屋のゲル（バイシン＝ゲル/bayising ＝ger）」は、文面通り土で造った家を指す（ボルジギン・ブ
レンサイン『近現代におけるモンゴル人農耕村落社会の形成』、261 頁）。 













表 5-1 ガーダー・メイレンについての聞き取りリスト 
氏名 生年 性別 学歴 居住村 記憶の根源 語りの内容 


















































































































































































































































































































































                                                   


































































































                                                   
329 2013年 9月 12日、内モンゴル・ホルチン左翼中旗のジュルガンモド（珠日干毛都）における白・Sへ
のインタビューによる。 































































                                                   









































   （歌から始まる） 
  Uritu ǰug-eče nisüged yirekü ulaγan γalaγun-u ǰulǰaγ-a 
   Uritu yeke mören-degen saγuqul ügei-ber nisüni de 
   Urbaγad γaruγsan Loo Гadan-u učir boloγad yabudal-i 
kelebel-e 
   Ürgen olan mongγlcuud-iyan γaǰar siroin-u tusada yüm-e 
   Qoitu ǰüg-eče nisüged yirekü qaliγun γalaγun-u ǰulǰag-a 
   Qoitu yeke mören-degen saγukiši ügei-ber nisüni de 
   Qobisuγad γaruγsan Loo Гadan-u učir boloγad yabudal-i 
kelebel-e 
   Qusiγun-u olan ügeičüüd-nü-iyan γaǰar boloγad siroin-u tölöge  yüm-e 










  Qaγalγ-a-yin emün-iyen ǰoγsoγad  
Qaraqu nidün-iyen sungγaγad 
   Dörben ǰüg-i Гada üǰel-e 
   Qoisi-iyan urγan dörben ǰüg 
   Belčiǰü yabuǰu baiγ-a kümün-üde  
   Kümüsge nitüregend ǰoburi-tai 
   Egüden emün-e γarču yireged  
   Üǰikü nidü-i sungγaγad 





   Emün-e qoin-a belčiǰü yabuγ-a kumus-üde 
  Ergükü nidün-degen bayar-ügei ki 
  （日本語訳文） 
  ガーダーはドア前に立って、周りを見たら、 
  四方に逃げる人々が眉をしかめ、悲しむ 
  ドアの前に出てきて、目を上げたら 
  悲しい目にあった人々はあっちこっちに逃げる 




















  Ebüged-ün üy-e-eče amiduraǰu saγuγsan nutuγ yüm-e 
   Üǰekü-yin ǰaγur-a üsiyeten-ü γar-tu oroqu-deger-e tulla-da 
   Üsbüri nasun-u kümus-un üy-e-eče eǰeleǰü baiγsan siroi yüm-e 
131 
 
   Odo nigente talaγdaγad ügei lie bolqu-deger-e tulla-da-ki 
   Mönö bükün-i bodoγad masi dotor-a-ban aγurlaγad 
   Man-u yeke wangye mini-e man-iyan guan-iyan baisigl-a 
   Alus Begejing-eče ayalaγad Mügden-dü ǰalaraǰu saγuγsan-yüm-e 
   Odo očiǰu kelelčiǰü baiγad boloy-a-ged ončaγai todor-a-ban yaγaran-a 
   Časun čaγan külüg-degen emegel qaǰaγar ǰasaγad 
   Aqas yagum-a-iyan tegeged aγta-ban γuyadaγad γaruγsan-yüm-e 
As urγan qanduγad nigen edür yabuγad 
Tongliao-du yireged mori-iyan qayaγad  
   Mügden-i čigleǰü γarču gen-e-ki 
















                                                   































































                                                   













































































                                                   

































































































                                                   
349 2013年 9月 23日、内モンゴル・ホルチン左翼中旗の宝龍山鎮における戴・Lへのインタビューによる。
彼女はインタビュー当時、宝龍山鎮の息子の家に泊まっていたが、元々の居住村は白興吐ソムのオルドマ
ンハンアイル（Uritu Mangqan ayil）に住んでいた。現在、花胡碩ソムのシャンシーンアイル（Šangsi-yin 
ail/尚辛艾勒）に住んでいる。 
350 Gegereltü, “Гada meyiren urtu mangqan ail-du baγudallaγsan-i”, P.Oči nar ǰokiyaba, Гada meyiren-u durasumǰi, 
































































                                                   

































































                                                   
353 2013年 9月 21日、内モンゴル・ホルチン左翼中旗のエムネ・ハラトダ（南北哈拉吐達）村における包・
Bへのインタビューによる。 





























  北から飛んでくる雁のひなよ 
北のハラムレン河に舞い降りずに飛び立てようか 
匪賊になったガーダー・メイレンのことを言えば 
                                                   





























                                                   
356 ここでいう「10県の地」は、1870～1928年までの約 60年間で蒙地開墾によってダルハン旗に設置さ



































































                                                   


















































   
  銃を発砲した瞬間、雷鳴のような大きな音が立てたよ 
  幼い天吉良は倒れて動かなくなったよ 
  目を覚めて見ると、鮮血が敷布団に流れたよ 
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